
済
生
学
舎
が
何
故
廃
校
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
医
史
学
上
の
一
つ
の
謎
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
廃
校
の
原
因
を
遠
因
と
直
接

的
原
因
に
分
け
て
調
査
し
た
の
で
報
告
す
る
。

（
一
）

第
一
の
遠
因
と
し
て
、
日
本
医
科
大
学
学
長
で
あ
っ
た
塩
田
広
菫
は
「
長
谷
川
泰
の
性
格
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
北
里
柴
三
郎
と
東
京

帝
国
大
学
に
は
、
目
に
見
え
ぬ
対
抗
が
あ
り
、
そ
れ
が
遠
因
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

二
一
）
（
一
ハ
）

北
里
柴
三
郎
は
明
治
十
九
年
か
ら
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
に
師
事
し
た
。
留
学
中
師
の
緒
方
正
規
の
脚
気
菌
説
を
否

定
し
た
た
め
、
東
大
内
部
の
怒
り
は
大
き
か
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
帰
国
す
る
も
冷
遇
を
受
け
た
。
そ
の
時
長
谷
川
泰
は
「
世
界
的
大
学
者
．

北
里
を
迎
え
て
、
研
究
所
一
つ
出
来
ぬ
と
は
何
事
ぞ
」
と
中
央
衛
生
会
で
熱
弁
を
振
る
っ
た
。
更
に
明
治
二
十
六
年
一
月
の
第
四
帝
国
議
会

に
「
北
里
の
為
の
伝
染
病
研
究
所
設
立
」
建
議
案
を
提
出
し
、
こ
こ
で
も
大
演
説
を
行
っ
た
。
そ
し
て
文
部
省
の
予
算
で
あ
る
帝
国
大
学
の

伝
染
病
研
究
所
及
附
属
病
院
設
立
費
三
万
五
千
円
余
を
削
除
し
て
、
北
里
の
研
究
所
で
あ
る
大
日
本
私
立
衛
生
学
会
附
属
伝
染
病
研
究
所
を

設
立
せ
し
め
た
。

か
く
て
文
部
省
と
東
大
赤
門
派
閥
の
大
き
な
反
感
を
買
っ
た
。

㈲
済
生
学
舎
の
廃
校
の
遠
因

済
生
学
舎
廃
校
の
歴
史

和
擢
鐸
嘩
曜
一
遵
霊
福
平
成
六
年
三
月
二
十
二
日
受
付

唐

沢

信

安
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（
三
）
（
七
）

き
ょ
う
ふ
う

唯
一
の
大
学
で
あ
る
が
、
競
風
が
失
わ
れ
る
。
関
西
に
帝
国
大
学
を
新
設
す
べ
し
」
と
演
説
し
て
い
る
。
や
が
て
そ
の
建
議
は
容
れ
ら
れ
て
、

い
の
こ
し
か

明
治
三
十
年
に
京
都
帝
国
大
学
が
設
立
さ
れ
た
。
更
に
二
年
後
に
医
学
部
が
増
設
さ
れ
た
。
設
立
委
員
の
京
都
府
立
医
学
校
々
長
・
猪
子
止

の
す
け

戈
助
は
済
生
学
舎
に
泰
を
訪
ね
、
予
算
の
僅
少
を
訴
え
た
。
泰
は
直
ち
に
文
部
省
に
計
画
変
更
を
求
め
、
今
日
の
聖
護
院
の
二
万
坪
の
附
属

病
院
と
七
千
坪
の
三
高
の
隣
の
校
地
を
購
入
す
る
事
が
出
来
た
。

（
五
）

後
に
東
大
教
授
の
入
沢
達
吉
は
、
「
京
都
の
如
き
程
度
の
人
口
を
有
す
る
都
市
に
、
官
立
・
公
立
二
箇
の
医
科
大
学
は
不
要
で
あ
る
。
長
谷

す
が

川
泰
に
槌
っ
て
之
が
援
助
を
請
い
、
自
由
党
の
勢
力
に
依
頼
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
」
と
批
判
的
意
見
を
述
べ
て
い
る
（
因
に
、
入
沢
達
吉

は
泰
と
同
郷
の
出
身
で
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
三
十
年
ま
で
済
生
学
舎
の
内
科
学
・
生
化
学
を
講
じ
て
い
た
）
。

明
治
三
十
一
年
三
月
、
長
谷
川
泰
は
内
務
省
衛
生
局
長
に
就
任
し
た
。
前
任
者
の
後
藤
新
平
は
自
分
の
や
り
残
し
た
法
案
の
数
々
を
泰
に

書
き
残
し
て
台
湾
民
生
局
長
に
転
任
し
て
行
っ
た
。
先
ず
泰
の
就
任
早
々
着
手
し
た
事
は
「
医
師
会
法
案
」
の
制
定
で
あ
っ
た
。
弁
護
士
法

起
こ
し
た
。

明
治
三
十
一
年
蟇
か
ら
入
沢
達
吉
等
東
大
赤
門
派
閥
と
長
谷
川
泰
の
属
す
る
大
日
本
医
会
と
が
「
医
師
会
法
案
」
を
め
ぐ
っ
て
大
波
乱
を

（
川
）
（
五
）
（
八
）
（
九
）

口
廃
校
の
直
接
原
因
で
あ
る
「
医
師
会
法
案
事
件
」
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、
、
、
、

（
’
一
）
（
’
三
）

に
倣
っ
て
、
医
師
の
品
位
と
権
利
を
守
る
た
め
に
法
律
を
作
る
事
が
急
務
で
あ
っ
た
。
全
国
の
開
業
医
の
団
体
で
あ
る
「
大
日
本
医
会
」
が

結
成
さ
れ
、
高
木
兼
寛
が
理
事
長
に
、
長
谷
川
泰
が
理
事
に
選
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
医
師
会
法
案
の
草
案
が
練
ら
れ
た
。
こ
の
法
案
は
医
師

出
身
の
国
会
議
員
で
あ
る
鈴
木
万
次
郎
を
通
じ
て
明
治
三
十
一
年
十
二
月
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
衆
議
院
で
は
審
議
の
上
可
決
さ
れ
た
が
、

参
議
院
に
廻
さ
れ
た
時
、
前
記
の
一
波
乱
が
起
こ
っ
た
。
東
大
の
若
手
の
教
師
、
入
沢
達
吉
と
田
代
義
徳
の
二
人
が
中
心
と
な
り
、
「
医
師
会

法
案
反
対
同
盟
」
を
結
成
し
、
空
前
の
大
騒
動
と
な
っ
た
。

反
対
の
理
由
は
、
東
京
帝
大
を
卒
業
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
を
果
し
た
医
師
と
、
医
術
開
業
試
験
合
格
者
や
、
漢
方
医
出
身
の
医
師
並
び

、
、
、
、

に
府
県
立
医
学
校
出
身
者
の
玉
石
混
交
の
医
師
と
同
一
の
法
律
の
下
で
律
す
る
事
は
出
来
ぬ
（
医
師
の
差
別
論
で
あ
り
、
エ
リ
ー
ト
意
識
）
よ
り

生
じ
た
反
対
運
動
で
あ
っ
た
。
ま
た
古
い
蘭
学
出
身
の
指
導
者
に
対
す
る
反
乱
と
も
云
え
る
。
こ
の
反
対
同
盟
に
は
入
沢
達
吉
・
田
代
義
徳

の
外
に
、
田
口
和
美
・
緒
方
正
規
・
小
金
井
良
精
・
浜
田
玄
達
・
近
藤
次
繁
・
宇
野
朗
・
弘
田
長
・
青
山
胤
道
の
大
家
達
、
更
に
三
宅
秀
・

大
沢
謙
二
・
森
鴎
外
ま
で
加
わ
り
、
熱
心
に
反
対
運
動
を
行
っ
た
。
約
六
十
名
の
反
対
同
盟
の
人
々
の
攻
撃
の
焦
点
は
、
第
三
条
の
「
医
師

は
医
師
会
に
加
入
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
患
者
の
診
察
す
る
を
得
ず
」
と
の
項
に
論
議
は
集
中
し
た
。
か
く
て
、
約
六
十
名
の
東
大
派
閥
の

反
対
運
動
の
た
め
、
「
大
日
本
医
会
」
の
開
業
医
の
求
め
る
医
師
法
案
は
貴
族
院
で
否
決
さ
れ
た
。

長
谷
川
泰
は
貴
族
院
で
独
り
、
政
府
委
員
と
し
て
防
戦
し
た
が
、
否
決
さ
れ
た
時
の
心
の
痛
手
は
大
き
か
っ
た
。
同
僚
の
高
木
兼
寛
は
、

自
己
の
経
営
す
る
東
京
慈
恵
医
院
医
学
校
の
昇
格
が
念
頭
に
あ
る
た
め
か
、
一
切
沈
黙
を
守
り
続
け
た
。

他
方
、
勝
利
を
お
さ
め
た
入
沢
達
吉
等
東
大
赤
門
派
の
反
対
同
盟
の
人
々
は
、
岬
田
小
川
町
の
顕
微
鏡
院
に
集
ま
り
祝
賀
の
会
を
持
っ
た
。

、
、
、
、
、
、

更
に
反
対
同
盟
は
「
明
治
医
会
」
と
名
を
改
め
、
日
本
の
医
学
教
育
の
改
善
に
着
手
し
た
。

（
一
口
）

明
治
医
会
の
人
々
は
独
自
の
「
明
治
医
会
の
医
師
法
案
」
を
作
っ
た
。
折
し
も
、
そ
の
草
案
に
当
っ
た
の
が
、
元
済
生
学
舎
の
教
師
で
あ

同
明
治
医
会
の
「
医
師
会
法
案
」
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っ
た
入
沢
達
吉
と
田
代
義
徳
で
あ
り
、
泰
の
門
弟
で
東
大
別
科
卒
業

の
川
上
元
治
郎
、
及
び
泰
と
親
交
の
あ
っ
た
山
根
正
治
も
そ
の
主
要

な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

明
治
医
会
の
医
師
法
案
の
草
案
で
は
、
日
本
の
医
学
の
向
上
の
た

め
に
、

、
、
、
、
、
、

一
、
「
医
術
開
業
試
験
」
は
満
五
年
後
に
全
廃
す
る
事
。

一
、
医
師
に
な
る
た
め
に
は
、
帝
国
大
学
又
は
高
等
学
校
医
学
部
を

、
、
、
、
、
、

卒
業
す
る
か
、
文
部
大
臣
の
認
可
を
得
た
公
私
立
医
学
校
の
卒
業

試
問
に
合
格
し
た
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
明
記
し
た
。

更
に
、
中
学
卒
業
資
格
者
の
入
学
試
験
を
求
め
た
。
そ
の
他
、
明

治
医
会
は
「
医
学
教
育
の
統
一
論
」
を
唱
え
、
医
術
開
業
試
験
制
度

を
全
廃
し
て
、
私
立
医
学
校
を
認
め
ず
、
官
立
の
大
学
と
専
門
学
校

の
二
階
級
と
し
、
医
学
教
育
は
是
非
学
校
教
育
に
依
ら
し
め
る
事
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、

協
議
し
た
。
ま
た
粗
悪
な
私
立
医
学
校
の
撲
滅
を
申
し
合
わ
せ
た
。

右
の
趣
旨
を
受
け
て
文
部
省
で
は
、
秘
密
裡
に
高
等
教
育
会
議
が

開
か
れ
、
明
治
三
十
二
年
か
ら
三
十
三
年
に
か
け
て
「
専
門
学
校
令
」

開
か
れ
、
明
治
三
十
一

の
原
案
が
練
ら
れ
た
。
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中
央
衛
生
会
委
員
を
兼
任
す
る
長
谷
川
泰
は
、
当
時
の
国
情
か
ら
医
薬
分
業
は
未
だ
熟
し
て
い
な
い
事
。
全
国
二
千
五
百
人
の
少
数
の
薬

剤
師
で
は
約
四
万
人
の
医
師
の
調
剤
は
無
理
で
あ
る
こ
と
。
全
国
二
千
二
百
の
薬
種
商
の
営
業
を
失
な
わ
せ
し
め
る
事
等
を
理
由
に
独
り
反

対
し
た
。
更
に
衛
生
局
長
と
し
て
国
会
に
「
薬
律
改
正
案
」
の
提
出
を
出
し
し
ぶ
っ
た
。
よ
う
や
く
明
治
三
十
五
年
一
月
国
会
の
審
議
と
な

っ
た
が
、
会
期
が
尽
き
て
改
正
案
は
握
り
潰
し
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
五
年
三
月
、
審
議
中
の
薬
局
方
調
査
委
員
（
医
系
・
薬
系
）
の
辞
職
と
い
う
紛
擾
が
起
こ
っ
た
。
内
務
大
臣
の
内
海
忠
勝
は
苦
盧

し
た
。
そ
の
結
果
、
委
員
を
慰
留
す
る
た
め
、
同
年
七
月
十
六
日
突
然
長
谷
川
泰
は
局
方
調
査
会
長
の
職
を
免
ぜ
ら
れ
た
。

や
ぎ
し
た
し
こ
う

他
方
内
務
省
衛
生
局
の
内
部
で
も
、
東
大
出
身
の
技
官
が
相
次
い
で
反
旗
を
翻
え
し
た
。
技
官
柳
下
士
興
・
血
清
薬
院
長
高
木
友
枝
・
技

官
宮
入
慶
之
助
が
辞
任
し
、
局
内
は
朽
に
衰
退
頽
し
た
。

や
ま
が
た
あ
り
と
も

総
務
長
官
の
山
県
有
朋
は
長
年
泰
と
は
嫌
悪
の
仲
で
あ
っ
た
。
内
務
大
臣
内
海
忠
勝
は
好
意
的
で
あ
っ
た
が
、
今
は
桟
あ
ら
ば
泰
の
辞
職

を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
。
泰
は
五
年
間
の
在
職
中
、
百
一
法
案
を
立
法
化
し
た
が
、
そ
の
功
績
も
充
分
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
明
治
三
十
五

多
数
発
見
さ
れ
た
。

（
琴
》
）
（
一
四
）
、

医
師
会
法
案
と
相
前
後
し
て
、
東
京
帝
国
大
学
薬
学
科
出
身
の
薬
学
者
は
、
薬
剤
師
の
身
分
の
保
証
と
権
利
を
求
め
て
「
薬
律
改
正
」
（
医

薬
分
業
）
を
叫
び
政
治
運
動
を
起
こ
し
た
。

か
く
て
日
本
薬
学
調
査
委
員
会
が
明
治
三
十
二
年
に
設
置
さ
れ
、
薬
種
商
の
店
頭
に
並
ぶ
医
薬
品
を
調
査
し
た
。
と
こ
ろ
が
不
良
薬
品
が

そ
こ
で
薬
学
者
は
、
「
医
薬

生
会
に
提
議
し
た
。
中
央
衛
生

長
谷
川
泰
に
改
正
を
迫
っ
た
。

四
廃
校
の
直
接
的
原
因
の
「
薬
律
改
正
問
題
」

、
「
医
薬
品
は
薬
剤
師
に
限
り
販
売
．
取
扱
う
事
」
を
立
案
化
し
、
従
来
の
法
律
を
改
め
る
「
薬
律
改
正
案
」
を
中
央
衛

中
央
衛
生
会
で
は
医
系
の
三
宅
秀
・
中
浜
東
一
郎
委
員
が
、
薬
学
者
の
長
井
長
義
・
丹
羽
敬
三
等
と
共
に
衛
生
局
長
の
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年
十
月
二
十
五
日
、
泰
は
無
念
の
思
い
で
辞
表
を
提
出
し
、
衛
生
局
長
の
座
を
去
っ
た
。

済
生
学
舎
の
専
門
学
校
昇
格
の
準
備
は
、
校
長
の
泰
が
衛
生
局
長
と
し
て
多
忙
で
あ
っ
た
た
め
大
変
遅
れ
て
い
た
。

（
韮
〈
）
（
一
世
）

泰
の
辞
任
後
五
カ
月
に
し
て
勅
令
第
六
十
一
号
と
し
て
明
治
三
十
六
年
三
月
二
十
六
日
、
「
専
門
学
校
令
」
が
発
布
さ
れ
た
。
第
四
条
に
「
公

立
又
は
私
立
の
専
門
学
校
の
設
置
廃
止
は
文
部
大
臣
の
許
可
を
受
く
く
し
」
と
あ
り
、
文
部
大
臣
の
認
可
制
と
な
っ
た
。
そ
の
条
文
の
附
則

の
項
に
次
の
如
く
記
し
て
あ
っ
た
。
「
一
、
本
令
は
明
治
三
十
六
年
四
月
一
日
よ
り
之
を
施
行
す
。

一
、
既
設
の
公
立
又
は
私
立
の
学
校
に
し
て
、
本
令
に
依
る
べ
き
も
の
は
本
令
施
行
の
日
よ
り
一
ヶ
年
以
内
に
、
第
四
条
に
準
じ
認
可
を
申

み
な

講
す
べ
し
。
前
項
の
手
続
を
為
さ
ざ
る
も
の
は
、
前
項
の
期
間
満
了
と
共
に
廃
校
し
た
る
も
の
と
看
倣
す
。

み
な

第
一
項
の
手
続
を
為
す
も
、
不
認
可
の
命
令
を
受
け
た
る
も
の
は
、
其
の
命
令
を
受
け
た
る
日
に
於
て
廃
し
た
る
も
の
と
看
倣
す
。
」

、
、
、
、
、
、
、
（
十
九
）

更
に
「
専
門
学
校
資
格
標
準
」
と
し
て
Ｈ
基
本
金
、
維
持
金
は
必
ず
確
立
す
る
事
。
口
学
校
及
病
院
の
収
入
を
運
用
費
に
充
て
る
様
で
は

不
可
で
あ
る
。
日
建
物
は
煉
瓦
と
木
造
と
を
問
わ
ず
官
立
に
劣
ら
ざ
る
事
。
四
学
用
患
者
は
学
生
百
人
に
対
し
三
十
人
以
上
を
有
す
る
事
。

㈲
創
立
者
、
講
師
は
文
部
省
の
方
針
に
充
分
適
合
す
る
事
等
厳
し
い
項
目
を
指
定
し
た
。

本
令
は
済
生
学
舎
に
と
っ
て
は
死
活
に
関
す
る
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

「
済
生
学
舎
医
事
新
報
」
は
こ
の
法
律
に
対
し
て
沈
黙
を
守
っ
て
い
る
。

こ
く
）
か
ね

「
医
海
時
報
」
で
は
五
月
に
入
り
、
「
済
生
学
舎
で
は
専
門
学
校
令
に
よ
り
認
可
を
要
求
す
べ
し
と
は
予
て
聞
く
所
で
あ
る
が
、
伝
聞
で
は

本
年
中
に
閉
鎖
す
べ
し
と
の
事
。
而
し
て
長
谷
川
泰
は
同
所
を
引
払
い
、
某
閑
静
の
地
に
移
り
禅
学
三
昧
に
日
を
送
る
決
心
な
り
」
と
報
じ

て
い
る
。

ま
た
同
誌
は
東
京
慈
恵
医
院
医
学
校
の
認
可
申
請
を
報
じ
、
近
く
認
可
さ
る
く
し
と
記
し
、
更
に
私
立
熊
本
医
学
校
も
同
時
に
認
可
せ
ら

⑪
直
接
廃
校
の
原
因
で
あ
る
「
専
門
学
校
令
」

(46） 298



号
に
よ
り
、
二
束
吉

り
、
大
学
待
遇
を

（
二
）
（
二
）
、
、
す
労

迷
え
る
泰
は
親
友
の
石
黒
忠
惠
を
三
度
訪
問
し
て
い
る
。
石
黒
日
記
八
月
二
十
五
日
に
「
長
谷
川
泰
来
る
。
廃
校
を
勧
む
・
」
更
に
八
月
二

十
八
日
の
項
に
「
長
谷
川
泰
来
る
。
廃
校
の
事
を
語
る
」
と
あ
る
。
石
黒
は
泰
に
文
部
省
が
済
生
学
舎
の
認
可
を
強
く
行
わ
な
い
方
針
で
あ

る
事
を
告
げ
、
廃
校
を
勧
め
て
い
る
。
泰
は
熟
慮
の
未
、
済
生
学
舎
の
廃
校
を
決
心
し
た
。

（
一
一
《
）

泰
は
済
生
学
舎
の
多
年
奉
職
し
た
主
な
教
師
に
廃
校
の
手
紙
を
書
い
た
。
外
科
学
の
丸
茂
文
良
宛
書
簡
で
は
、
．
翰
、
拝
啓
、
陳
者
今
般

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

私
立
法
律
学
校
同
様
、
私
立
大
学
に
改
称
の
儀
、
当
局
者
へ
内
請
致
居
候
処
、
許
可
不
相
成
、
趣
就
而
は
將
来
組
織
の
維
持
は
見
込
も
無
之

候
に
付
、
来
三
十
一
日
限
り
廃
校
仕
候
間
、
右
様
御
了
承
被
下
度
、
尚
委
細
者
拝
顔
の
上
可
申
上
候
。
早
々
敬
具
。

ば
專
門
学
校
に
…
」

図
を
示
し
て
、
大
当

し
ノ
、
否
定
さ
れ
た
。

候
に
付
、
来
三
十
一
日
限
り
廃
校
仕

明
治
三
十
六
年
八
月
二
十
九
日

済
生
学
舎
舎
長

る
べ
し
と
聞
く
と
述
べ
て
い
る
。

ぱ
い
ど
く
二
巴

そ
の
頃
、
苦
境
に
陥
っ
た
長
谷
川
泰
は
色
々
昇
格
運
動
を
行
っ
て
い
る
。
先
ず
眞
砂
町
十
五
番
地
の
徽
毒
院
跡
地
二
千
坪
（
明
治
二
十
二
年

に
購
入
）
に
大
学
組
織
の
学
校
を
十
八
万
円
の
費
用
で
設
立
計
画
書
を
作
っ
た
。
泰
の
意
向
の
中
に
は
、
明
治
十
七
年
三
月
文
部
省
令
第
五
十

（
二
一
一
）

号
に
よ
り
、
「
東
京
医
学
専
門
学
校
・
済
生
学
舎
」
と
し
て
文
部
大
臣
東
京
府
知
事
に
申
請
し
認
可
を
得
て
い
る
。
今
更
専
門
学
校
と
言
う
よ

丸
茂
文
良
殿

と
書
か
れ
、
書
簡

池
田
謙
斎
・
芳
川
顕
正
を
介
し
て
文
部
大
臣
菊
池
大
麓
に
面
会
し
、
大
学
組
織
の
学
校
の
認
可
を
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
「
校
舎
を
改
善
す
れ

專
門
学
校
に
…
」
と
大
学
組
織
を
強
く
拒
絶
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
部
省
専
門
学
局
長
の
松
井
広
吉
を
訪
問
し
、
眞
砂
町
の
校
舎
の
設
計

を
示
し
て
、
大
学
待
遇
の
医
学
校
の
認
可
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
「
専
門
学
校
資
格
標
準
」
を
示
し
、
資
本
金
、
維
持
金
の
不
足
を
理
由
に
厳

書
簡
と
し
て
丸
茂
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

一
気
に
望
ん
で
い
た
。長

谷
川
泰
⑳
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医
師
を
輩
出
し
た
。
）

（
二
五
）

他
方
、
夏
休
み
を
終
え
て
上
京
し
た
済
生
学
舎
の
学
生
七
百
余
人
は
、
寝
耳
に
水
と
驚
き
、
東
奔
西
走
し
た
。
長
谷
川
泰
の
政
治
力
を
信

頼
し
て
い
た
だ
け
に
そ
の
悲
し
み
は
大
き
か
っ
た
。

学
生
の
園
田
重
徳
・
鈴
木
寿
一
・
篠
田
穰
・
鳥
羽
廉
平
の
四
名
は
協
議
の
上
「
謹
み
て
済
生
学
舎
生
徒
諸
君
に
告
ぐ
」
の
傲
文
を
書
き
、

「
同
窓
医
学
講
習
会
」
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

旧
講
師
の
石
川
清
忠
・
曲
淵
景
章
・
竹
崎
季
薫
・
飯
盛
挺
造
等
は
同
窓
医
学
講
習
会
の
教
師
を
快
く
引
き
受
け
て
講
義
を
続
け
る
事
に
な

一
、
私
立
医
科
大
学
と
改
称
す
る
こ
と
行
わ
れ
ず
。

二
、
普
通
の
医
学
専
門
学
校
と
し
て
今
後
、
維
持
す
可
き
必
要
な
し
（
以
下
略
）

右
の
理
由
に
よ
り
本
月
三
十
一
日
限
り
、
断
然
廃
校
せ
り
。
右
広
告
す
。

明
治
三
十
六
年
八
月
三
十
日
済
生
学
舎
」

（
廃
校
ま
で
の
二
十
八
年
間
に
、
二
万
余
人
の
医
学
生
が
学
び
、
其
の
う
ち
医
師
免
許
を
得
た
者
は
一
万
人
以
上
と
言
わ
れ
、
明
治
三
十
九
年
五
月
、
医

（
一
四
）

師
法
が
制
定
さ
れ
各
地
に
任
意
団
体
の
医
師
会
が
出
来
た
時
、
そ
れ
等
の
幹
部
の
大
部
分
は
済
生
学
舎
出
身
で
占
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
多
く
の

弓
＝〆

た
○

明
治
三
十
六
年
八
月
三
十
日
・
日
旺
同

「
済
生
学
舎
廃
校
の
理
由
に
付
広
告
」

「
済
生
学
舎
は
本
月
三
十
一
日
限
り
廃
娃

理
由
左
の
如
し
。

内
済
生
学
舎
廃
校
宣
言
の
新
聞
広
告

日
限
り
廃
校
せ
り
。

三
｝
癖
）

日
旺
日
の
主
要
な
新
聞
の
広
告
欄
に
泰
の
長
文
の
廃
校
宣
言
が
掲
載
さ
れ
た
。
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續
は
極
め
て
大
き
い
。

三
、
右
の
医
育
上
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
「
医
師
会
法
案
事
件
」
「
薬
律
改
正
問
題
」
等
政
治
的
論
争
が
起
こ
り
、
長
谷
川
泰
は
破
れ
、
内
務
省

舂
月
↑
乞
桂
極
け
た
。

外
科
学
講
師
の
丸
茂
文
良
は
、
自
分
の
病
院
内
に
「
医
学
温
習
会
」
を
開
き
講
義
を
続
け
た
。

お
ん
こ

ク
ラ
ブ

泰
に
恩
顧
を
受
け
た
桂
秀
馬
（
外
科
学
講
師
）
と
川
上
元
治
郎
（
日
本
医
事
週
報
社
主
）
の
二
人
は
岬
田
の
医
師
倶
楽
部
を
借
り
て
「
医
学
研

究
会
」
を
主
催
し
、
旧
済
生
学
舎
の
学
生
の
救
済
に
あ
た
っ
た
。

明
治
三
十
七
年
、
日
露
戦
争
が
起
り
、
急
に
軍
医
不
足
と
な
り
、
文
部
省
は
専
門
学
校
令
に
添
わ
な
く
て
も
私
立
医
学
校
を
認
可
し
た
。

そ
こ
で
、
同
年
春
石
川
清
忠
は
「
私
立
東
京
医
学
校
」
を
、
山
根
正
次
は
「
日
本
医
学
校
」
を
興
し
、
済
生
学
舎
の
学
生
を
収
容
し
て
教

長
谷
川
泰
の
経
営
す
る
済
生
学
舎
は
、
明
治
九
年
よ
り
三
十
六
年
八
月
末
ま
で
の
二
十
八
年
間
に
、
二
万
五
千
人
余
の
学
生
に
医
学
を
講

じ
、
九
千
人
と
も
一
万
人
と
も
言
わ
れ
る
医
師
を
養
成
し
た
。

そ
の
中
に
は
野
口
英
世
・
吉
岡
弥
生
・
光
田
健
輔
・
小
口
忠
太
・
浅
川
範
彦
・
須
藤
憲
三
等
多
く
の
医
学
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
功

そ
の
済
生
学
舎
が
廃
校
に
な
っ
た
理
由
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
長
谷
川
泰
は
常
日
頃
か
ら
反
権
力
主
義
的
言
動
が
多
く
、
東
大
赤
門
派
閥
及
び
文
部
省
の
感
情
を
次
々
と
刺
激
す
る
事
が
多
か
っ
た
。

二
、
「
医
学
教
育
」
の
理
念
に
お
い
て
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
を
果
し
た
東
大
の
教
授
達
と
長
谷
川
泰
と
の
間
に
、
大

き
な
相
違
が
あ
っ
た
。

明
治
四
十
三
年
、
両
校
は
専
門
学
校
と
な
る
た
め
協
議
し
て
合
併
し
、
好
余
曲
折
の
末
、
今
日
の
日
本
医
科
大
学
へ
と
発
展
し
た
。

以
上
が
済
生
学
舎
廃
校
の
遠
因
及
び
直
接
的
原
因
で
あ
り
、
廃
校
前
後
の
経
過
で
あ
る
。

(-じ）

＊I会
ﾉ1,匹1
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四
、
勝
利
を
お
さ
め
１

を
不
可
能
に
し
た
。

キ
リ
、

苦
悩
し
た
長
谷
川
泰
は
、
石
黒
忠
息
を
三
度
訪
問
す
。
済
生
学
舎
の
廃
校
を
勧
め
ら
れ
、
終
に
「
廃
校
宣
言
」
を
出
し
た
。

五
、
旧
済
生
学
舎
の
学
生
七
百
余
名
と
教
師
は
種
々
の
講
習
会
を
も
ち
、
好
余
曲
折
の
末
、
今
日
の
日
本
医
科
大
学
へ
と
発
展
し
た
。

右
の
如
く
済
生
学
舎
の
廃
校
を
分
析
し
、
解
明
し
た
の
で
報
告
す
る
。

〈
謝
辞
〉

こ
の
研
究
に
つ
き
、

し
ま
す
。文

献

（
一
）
塩
田
広
重
「
メ
ス
と
鋏
」
七
六
～
七
七
頁
、
桃
源
社
、
東
京
、
昭
和
三
十
八
年

（
二
）
宮
島
幹
之
助
「
北
里
柴
三
郎
伝
」
一
六
四
～
一
六
九
頁
、
北
里
研
究
所
、
東
京
、
昭
和
七
年

（
三
）
「
京
都
大
学
七
十
年
史
」
一
四
’
一
八
頁
、
京
都
大
学
、
京
都
、
昭
和
四
十
二
年

（
四
）
紳
谷
昭
典
「
日
本
近
代
医
学
の
定
律
、
私
立
医
学
校
済
生
学
舎
の
興
廃
」
一
～
五
頁
、
二
○
三
～
二
三
五
頁
、
医
療
図
書
出
版
、
東
京
、
昭

和
五
十
九
年

〆ヘヘヘヘ

八七 六五
一一……

衛
生
局
長
の
座
を
去
っ
た
。

勝
利
を
お
さ
め
た
東
大
赤
門
派
閥
と
文
部
省
は
協
議
の
上
で
「
専
門
学
校
令
」
を
明
治
三
十
六
年
三
月
に
発
布
し
、
済
生
学
舎
の
存
在

入
沢
内
科
同
窓
会
「
入
沢
先
生
の
演
説
と
文
章
」
一
二
四
三
頁
、
五
○
一
’
五
六
一
頁
、
克
誠
堂
書
店
東
京
、
昭
和
七
年

「
伝
染
病
研
究
所
建
議
案
」
「
第
四
帝
国
議
会
、
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
第
二
十
四
号
、
五
九
四
’
六
○
二
頁
、
明
治
三
十
六
年
一
月
十
一
日

「
関
西
に
帝
国
大
学
設
立
案
」
『
衆
議
院
第
一
回
通
常
議
会
速
記
録
」
第
四
十
九
号
、
七
七
五
～
七
八
○
頁
、
明
治
二
十
四
年
二
月
二
十
日

「
医
師
会
法
案
」
『
第
十
三
回
帝
国
議
会
、
貴
族
院
議
事
速
記
録
」
第
一
九
号
、
二
四
○
～
二
五
三
頁
、
明
治
三
十
二
年
一
月
五
日

献

貴
重
な
史
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
諸
先
生
及
び
東
京
都
公
文
書
館
、
日
本
医
科
大
学
図
書
館
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
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（
一
一
一
一
一
）

（
一
一
四
）

（
二
五
）

へへへへへへへへへへ〆一、へへへ

三 三 舌 天 六 毛天三西三三二＝九
一…ーー…、一……ー…ー…

「
長
谷
川
泰
の
丸
茂
文
良
宛
書
簡
」
明
治
三
十
六
年
八
月
二
十
九
日
（
丸
茂
文
彦
先
生
蔵
）

「
済
生
学
舎
廃
校
の
広
告
」
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
八
月
三
十
日

「
済
生
学
舎
廃
校
」
『
医
海
時
報
』
四
八
二
号

明
治
十
七
年
三
月
二
十
四
日

「
医
師
会
法
案
」
『
国
家
医
学
雑
誌
」
一
四
二
号
五
一
～
八
二
頁
、
明
治
三
十
二
年
三
月

「
明
治
医
会
の
医
師
会
法
案
」
『
国
家
医
学
雑
誌
」
一
四
九
号
、
三
六
～
四
○
頁
、
明
治
三
十
二
年
九
月

「
大
日
本
医
会
第
一
回
報
告
」
明
治
二
十
七
年
一
月
（
筆
者
蔵
）

「
大
日
本
医
会
第
五
回
報
告
」
（
明
治
三
十
一
年
）
筆
者
蔵

谷
岡
忠
二
「
日
本
薬
剤
師
会
史
」
九
○
’
九
三
頁
日
本
薬
剤
師
会
、
東
京
、
昭
和
四
十
八
年

宗
田
一
「
図
説
・
日
本
医
療
文
化
史
」
四
三
一
’
四
三
三
頁
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
元
年

日
本
医
科
大
学
同
窓
会
「
心
の
母
校
・
済
生
学
舎
小
史
」
八
二
～
九
八
頁
、
日
本
医
科
大
学
同
窓
会
昭
和
六
十
一
年

「
専
門
学
校
令
」
「
東
京
医
事
新
誌
」
一
三
○
二
号
四
二
～
四
三
頁
、
明
治
三
十
六
年
四
月
十
日

山
崎
董
「
肥
後
医
育
史
」
五
八
四
’
五
八
八
頁
、
鎮
西
医
海
時
報
社
、
昭
和
四
年

「
専
門
学
校
令
に
よ
る
済
生
学
舎
」
「
医
海
時
報
」
四
六
七
号
、
明
治
三
十
六
年
五
月
二
十
日

「
専
門
学
校
資
格
標
準
」
『
医
海
時
報
』
四
八
九
号
、
明
治
三
十
六
年
十
月
二
十
四
日

「
石
黒
忠
恵
日
記
」
明
治
三
十
六
年
八
月
二
十
五
日
～
九
月
五
日
ま
で
（
大
幸
重
子
様
蔵
）

「
石
黒
忠
惠
談
話
」
『
東
京
医
事
新
誌
」
一
三
二
四
号
、
明
治
三
十
六
年
九
月
十
日

「
東
京
医
学
専
門
学
校
・
済
生
学
舎
申
請
書
」
東
京
府
知
事
芳
川
顕
正
宛
、
長
谷
川
泰
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
・
回
議
録
、
六
一
四
ｌ
Ｑ
ｌ
４
）
、

（
日
本
医
科
大
学
）
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寸
今
碗TheHistoryoftheCIosingofaPrivateMedicalSchool

"SaiseiGakusha"

byNobuyasuKARASAWA

ThepresentarticlegivesahistoryofSaisei-Gakusha,aprivateschoolofmedicinefoundedbyDr.

TaiHasegawainl876(the9thYearofMeiji).ItcontributedgreatlytotheprogressofmedicineinJapan,

producingdistinguishedgraduatessuchasDrs.HideyoNoguchiandYayoiYoshioka.Thereoccurred
later,however,aconflictbetweenagroupofdoctors(Dr.Hasegawaamongthem)andtheelitistprofessors
attheSchoolofMedicineoftheUniversityofTokyo.Recurrentcontroversiesbetweenthetwocamps

concerningissuessuchastheBilloftheAssociationofMedicalDoctors,theBillofPharmacy,theAct

ofProfessionalSchools,andsuch,resultedintheprevalenceofthelatterovertheformerandultimately

theclosureoftheSaisei-GakushaSchoolofMedicine.

（
函
ｍ
）


